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国際クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　森間　裕子

2学期では、やっとコツをつかめる様になり、生徒達がどんな性格かも一人一人わかることができました。教師校内研修会では、新しいアイデアをたくさん頂き、とても勉強になりました。月に一度のスペシャルクラスも年中組との合同授業を行い興味深く楽しいものができました。　

〔学習を楽しく〕と言うテーマより、ひらがなカタカナのビデオ鑑賞を取り入れました。ジョイントクラス、スペシャルクラスでは、保護者の協力がいただけたので１７人近くのティーンを統一するのに助かりました。ジョイントクラスの時には、アドバンスの生徒と、イントロダクションの生徒に日本語力の差があるのでクラスの授業計画を工夫していく予定です。

幼稚園　年中クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　ハンピーター紀子
女児７人、男児３人で始まった２学期も１１月一杯でお別れした男子生徒１名があり現在、女児７人、男児２人の計９人のクラスで楽しく過ごしています。
長い夏休みの後、生徒達の成長ぶりがグンと増し、またクラスにも慣れ、それぞれの個性が一段と発揮された２学期でした。９月は日本祭、１０月は秋の遠足、１１月はゲストスピーカーをお迎えしての　“生け花（国際クラス合同）”に“ロシアのお話”を行う事が出来ました。ご協力頂いた方々ありがとうございました。今学期は個々の関わりも深くなり、譲り合いや、協力する事も上手になってきました。製作では糊を使った手作業はとても大変ですが、皆よくがんばり良い作品がたくさん生まれました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幼稚園　年長クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　モントゴメリー　吉恵
ひらがなは、予定通りに進みました。一学期に比べると生徒達は、鉛筆の持ち方にも、ぎこちなさが消えて、しっかりと書いております。
四時限授業になってから、月に二回の外遊びでは、ボールでの円ドッチやパスなどを学び、縄跳びでは、回を重ねるごとに上手に飛ぶようになってきました。
また、折り紙や物語のお話にも時間が十分とれるので、生徒達の興味深い関心度が分かります。三学期に行う、お買い物ごっこの下準備を少し面倒くさがっている生徒達ですが早くお買い物ごっこをしたいと、思い思いに楽しみにしている様子です。
小学１年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　斎藤　遼子
今学期は学校にも慣れて、元気に勉強することができました。国語では漢字や作文と、初めてのことで大変なのではないかと思いましたが、授業中、漢字に一生懸命取り組み、宿題もがんばったので、とても上手に書けるようになりました。算数では足し算、引き算を学びましたが正確に計算が出来るようになりました。また、様々な行事を通して日本の文化を学び、友達との交流を深めることが出来たのではないかと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　
小学２年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　菅野由美子
この２学期、新しい仲間が増え、男子３名、女子４名とバランスの取れたクラス編成となりました。そして、課題を終えた生徒が自主的に友達を手伝うなど、クラスとしてまとまりが出てきたように感じます。今学期は、一気に新出漢字が増えたため、追いつくのに相当苦戦している様子でした。ほぼ毎週、同じ漢字プリントを何度も行えるような宿題を出題し、反復に反復を重ねました。それから、４時限目、背中書き漢字ゲームなどを取り入れ、漢字に親しめるような活動も取り入れました。今後、漢字嫌いにならないよう願うばかりです。　
算数は、かけ算が、メインとなりました。答えは分かっていても、日本語独特の数字の読み方を覚えるのに苦戦している様子でした。漢字と同様、主にご家庭で反復指導をしていただきました。
私にとって、今学期が最後となってしまいますが、生徒達と関わり合えた毎週土曜日は、とても幸せな時間でした。子供達の純粋な物の見方、想像の豊かさ他、多くのことに気づかされました。教師として拙い私を両脇から支えて下さった保護者の皆様、そして先生方に心から感謝致します。ありがとうございました。
小学３年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　ショウツァ　美花
男子生徒２名、女子生徒９名、計１１名で二学期が始まりました。
二学期は日本祭、野外授業、授業参観、一日授業、クッキーフェスティバルと楽しい行事がたくさんありました。これらの行事を通して生徒同士、また担任との交流を深める事ができたと思います。また一学期から行っている交換日記では、日本語補習校では分かることの出来ない各自の日常生活を知る事ができました。
学習面では漢字の習得を焦点とし、毎週の漢字テストの実践は生徒の漢字習得の意欲を向上できたと事と思います。
小学４年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　河崎　綾
1学期と比べて生徒が教師に慣れてきたために、のびのびと意見が言えるようになった反面、けじめの必要性も出てきました。丁寧語を使う、手を挙げて発言するなどのけじめをつけていきたいです。また2学期では新聞作りなどの共同作業をする機会がありましたが、クラスとしてのまとまりの課題が残りました。１クラスの良さを生かし、学習発表会などを通じてチーム意識を育てていきたいと思います。スピーチの時間は、面白い発表がたくさんあり、都道府県は関心をもって勉強できています。4時限授業に行う読書の時間、ことわざカルタは楽しんでおり、みんなが興味を持てる本、国語のゲームをもっと開拓していくつもりです。
小学5年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　井出 智子
新しい生徒が増え、男子3名、女子5名のクラスになりました。2学期はたくさんの行事を通し、生徒と教師のコミュニケーションがスムーズに取れたと思います。子供達の積極的な面が授業や家庭学習に現れ個々に成長が見られました。特に漢字の学習では1学期同様に子供達の間で良いライバル意識も現れ、全員が満点を取るという目標を常に持つことができました。文章を読解することも速くなり、発言の中に自分自身の意見を明確に述べる場面も見られました。算数では、計算を丁寧に正確に解く力が身についてきたと思います。3学期はこれらの力をさらに発展できるようにしていきたいです。
小学６年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　畑　啓子
今学期からの担当でしたが、昨年度から代教として面識があったので、好調な滑り出しで始まったと思います。みんな学習に対して責任をもって取り組むようになってきたと同時に、お互いに対する思いやりも養ってきたのも見受けられます。国語はみんなが意欲的に漢字テストや音読に励みます。クラスディスカッションの際には、自分の意見を押し通すのではなく、クラスメートの意見を踏まえた上で、意見を交し合う場面が増えてきました。算数は生徒間で興味の有無がはっきりしているのですが、それが逆に得意な子が不得意な子に助けの手を差し伸べてあげる団結力のある集まりです。社会も学期始めは好評ではなかった科目ですが、徐々に日本史に興味を示すようになりました。
中学生の部
社会科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　バーンズ　由香
たいへん仲が良く、元気いっぱいな中学生は、今年の2学期は、スポーツやマーチング・バンドなどで大活躍していました。その分、なかなか学校に来られなくて、全員が揃うことが少なかったです。それでも、授業に遅れることなく、みんなががんばってくれた2学期でした。3学期は、授業時間厳守を守って、けじめのある授業にしたいと思います。
　　　　　　　
国語科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　メクファーソン美加　
あっという間に過ぎてしまった１学期と比べると２学期は少し余裕を持って授業を行うことができました。
また、２学期から４時限授業に変更となり中学でも朝の会を開く事ができるようになり生徒達が全員揃い話し合いう時間がもて、お互いの交流をより深めることができる様になりました。
国語の授業では１年生は古典が加わり旧仮名遣いに戸惑いながらも「竹取物語」を学習しました。２・３年生もまた俳句や短歌、漢文などを通して時代を越えた物の見方や考え方に触れながら学習していきました。
　　　　　　
数学科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担任　藤本　貴士

現地の学校での授業、サッカー、野球、マーチング・バンドなどの課外活動に加えて日本語教室との両立は容易ではないと思いますが、仲のよい友達と学習するため土曜日もがんばって数学の 授業を受けていました。２学期の後半は、現地の学校で学んだことのない図形を勉強しましたが、よく理解していたようです。３学期は更にがんばって現地校と両立していきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了

